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計
根
別
農
協
で
は
、
四
月
二
十
五
〜

二
十
七
日
に
か
け
て
各
地
区
会
館
を
会
場

と
し
て
地
区
別
懇
談
会
を
開
い
た
。

　

懇
談
会
は
、
当
農
協
管
内
の
六
地
区
に

て
開
催
さ
れ
、
三
日
間
で
約
百
十
名
の
組

合
員
さ
ん
が
出
席
し
た
。

　

開
会
を
告
げ
る
纐
纈
組
合
長
は
「
当
期

純
利
益
も
昨
年
を
下
回
り
、
農
協
も
我
慢

を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
皆
様
に
出
来
る
限
り
の
サ
ポ
ー

ト
と
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
」
と

農
協
支
援
対
策
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
挨

拶
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
事
や
各
部
部
長
か
ら
十
八

年
度
の
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
（
案
）、

十
九
年
農
協
経
営
基
本
方
針
及
び
各
事
業

の
取
り
組
み
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

特
に
、
営
農
支
援
対
策
で
は
草
地
改
良

や
放
牧
推
進
を
メ
イ
ン
と
し
た
補
助
事
業

が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
は
農
協
独
自
の
支

援
対
策
と
し
て
系
統
飼
料
団
地
対
策
や
金

融
支
援
対
策
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
飼
料
対
策
で
新
銘
柄

の
価
格
設
定
は
？
」「
放
牧
を
メ
イ
ン
と

し
た
新
銘
柄
は
？
」「
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

普
及
を
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
る
の
か
？
」

「
堆
肥
の
有
効
活
用
と
し
て
草
地
の
表
面

対
策
は
？
」「
ラ
グ
ー
ン
建
設
に
助
成

は
？
」
な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
様
々

な
問
題
や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

農
協
や
部
門
毎
に
各
事
業
に
対
す
る
積
極

的
な
取
り
組
み
と
営
農
支
援
対
策
が
期
待

さ
れ
る
懇
談
会
と
な
っ
た
。

新年度営農支援対策に

大きな期待

各部長から新年度の取り組み内容が話された

4/26　大成地区（大成コミュニティセンター）

4/25　計根別地区（四葉青年会館）

4/25　西竹・東西竹地区（若竹会館）
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計
根
別
農
協
酪
農
対
策
協
議
会
で

は
、厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
く
な
か
、

酪
農
生
産
の
振
興
と
経
営
改
善
を
実

践
し
、
酪
農
諸
対
策
を
組
織
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
三
月

二
十
九
日
農
協
第
二
、三
会
議
室
に

て
第
十
五
回
定
期
総
代
会
を
開
い

た
。

　

当
日
は
、
総
代
、
役
員
ら
三
十
六

名
が
出
席
。
纐
纈
会
長
か
ら
「
尚
一

層
の
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
所
得
確
保

に
努
め
て
欲
し
い
。
ま
た
、
３
│
Ａ

│
Ｄ
ａ
ｙ
な
ど
消
費
拡
大
運
動
へ
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
自
ら
が

食
べ
て
、
消
費
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
に
よ
り

開
会
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
株
田
昭
夫
さ
ん
（
養

老
牛
）
が
議
長
を
務
め
、
執
行
部
か

ら
事
業
報
告
や
事
業
計
画
、
生
乳
損

害
賠
償
責
任
保
険
な
ど
の
議
案
が
提

出
さ
れ
た
。

　

代
議
員
か
ら
は
「
賠
償
保
険
で
は

基
金
積
立
分
の
今
後
の
使
途
は
？
」

「
乳
価
が
下
が
っ
て
い
る
時
に
乳
質

規
制
を
厳
し
く
す
る
案
を
受
け
入
れ

る
べ
き
な
の
か
？
」「
乳
温
記
録
計

は
管
内
一
斉
に
導
入
す
る
の
か
？
」

な
ど
新
年
度
事
業
計
画
に
対
す
る
幾

つ
か
の
質
疑
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
議
案
を
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
】

（
一
） 

経
営
対
策

①
北
海
道
酪
農
基
盤
維
持
対
策
要
領

の
理
解
を
深
め
実
践
で
き
る
会
員

づ
く
り

②
生
乳
需
給
・
計
画
生
産
情
報
の
迅

速
な
提
供
と
対
応

③
定
着
す
る
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大

運
動
の
展
開

④
酪
農
基
本
政
策
へ
の
参
画
と
意
見

集
約

（
二
） 

技
術
対
策

①
乾
乳
期
に
お
け
る
飼
養
管
理
の
改

善
と
衛
生
管
理
の
強
化
に
よ
る
乳

房
炎
防
除
の
推
奨

②
バ
ル
ク
乳
温
自
記
記
録
計
の
導
入

と
運
用

③
生
産
現
場
の
安
全
証
明
に
係
る
記

帳
と
記
録
の
検
証

④
家
畜
防
疫
体
制
の
強
化

（
三
） 

環
境
対
策

①
良
質
乳
生
産
共
励
会
の
実
施
と
産

業
廃
棄
物
・
ゴ
ミ
処
理
対
策

計根別農協
酪農対策協議会

経営、技術、環境問題に頭を悩ます出席者（総代）

コストを抑えた酪農経営と消費拡大を呼び掛ける纐纈組合長

議長を務めた株田昭夫さん
（養老牛）
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乳検で経営改善を!!
　経営コスト低減に取り組む検定組合
乳検で経営改善を!!
　経営コスト低減に取り組む検定組合
乳検で経営改善を!!
　経営コスト低減に取り組む検定組合

信
頼
性
を
高
め
、充
実
し
た

信
頼
性
を
高
め
、充
実
し
た

　

利
用
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

　

利
用
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

信
頼
性
を
高
め
、充
実
し
た

　

利
用
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

信
頼
性
を
高
め
、充
実
し
た

　

利
用
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

計根別乳牛検定組合

計
根
別
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

　

四
月
十
三
日
、
計
根
別

乳
牛
検
定
組
合
で
は
、
農

協
第
二
、三
会
議
室
に
て

第
三
十
二
回
通
常
総
代
会

を
開
い
た
。

　

総
代
会
に
は
、
各
地
区

総
代
、
来
賓
、
関
係
者

を
含
め
て
約
五
十
名
が
出

席
。

　

鹿
野
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
西

塚
副
組
合
長
か
ら
「
乳
検
事
業
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
貴
重
な

情
報
を
活
か
し
て
、
経
営
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

議
事
に
移
る
と
影
山
智
さ
ん
（
養
老
牛
）
が
議
長
を
務
め
、

事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算
と
ス
ム
ー

ズ
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
鹿
野
組
合

長
か
ら
「
現
在
の
酪
農

情
勢
は
厳
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
乳

検
事
業
を
活
用
し
て
こ

の
厳
し
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
、
新
年
度
の
乳

検
事
業
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
総
代
会

と
な
っ
た
。

　

四
月
十
三
日
、
計
根
別
農
協
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
利
用
組
合
で
は
、農
協
第
二
、三

会
議
室
に
て
第
十
九
回
通
常
総
会
を
開

い
た
。

　

総
会
に
は
、
組
合
員
や
来
賓
な
ど
関

係
者
を
含
め
た
約
四
十
名
が
出
席
。
太

田
組
合
長
か
ら
「
ヘ
ル
パ
ー
稼
動
日
数

も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
お

い
て
は
、
高
齢
化
や
加
重
労
働
も
問
題

視
さ
れ
る
な
か
、
傷
病
対
応
が
急
激
に

増
え
た
」
と
話
さ
れ
開
会
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
農
協
と
フ
ァ
ム
・

エ
イ
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、

西
塚
副
組
合
長
は
「
経
営
を
続
け
ら

れ
る
の
も
酪

農
ヘ
ル
パ
ー

の
お
か
げ
で

あ
る
。
今
後

も
ゆ
と
り
を

も
っ
て
酪
農

経
営
が
で
き

る
よ
う
皆
様

で
ヘ
ル
パ
ー

を
育
て
、
組

織
を
支
え
て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。　

　

議
事
で
は
、
菊
地
修
一
さ
ん
（
養
老

牛
）
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や
事

業
計
画
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
め

た
。
役
員
改
選
に
限
っ
て
は
、
農
協
や

各
地
区
で
役
員
改
選
時
期
を
迎
え
、
ど

の
組
織
も
役
員
を
選
出
で
き
ず
、
後
日

報
告
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
提
出

さ
れ
た
議
案
を
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

閉
会
と
な
っ
た
。

各地区総代と検定員が出席。
乳検事業のメリットを再確認

議長を務めた影山智さん（養老牛）と三役

議長：菊地修一さん（養老牛）中央

稼動日数が急増。利用者からの意見・要望が伝えられた通常総会
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07年度地産地消、
　　食育活動を展開
水沼和子さんが道女性協副会長
～ JA北海道女性協議会～

なんちゃってグラタン
（18cmフライパン１個分）

 材　料

じゃがいも
ベーコン
玉ねぎ
コンソメ
牛乳
塩・こしょう
チーズ（とろけるチーズ）

５個
1/2パック

1/2個
1/2個

100～150㎖
適量
適量

  作り方

[１]　じゃがいもは乱切り、玉ねぎはスライスにする。
[２]　刻んだ材料とコンソメをフライパンに入れ、ひたひたの水で強火にし
てゆでる。

[３]　ある程度火がとおったらベーコンと牛乳を入れ、中火で煮る。
[４]　じゃがいもがとけかかってきたら塩・こしょうを入れて味をととのえ、
チーズを適量入れふたをしてチーズを溶かしてできあがり。

　今月より当女性部が牛乳・乳製品を使った数多くの
料理の中から、特に好評となった料理レシピをシリー
ズで紹介します。
　その第１弾は“なんちゃってグラタン”是非皆様で
チャレンジしてください。

JA計根別
女性部

　

四
月
五
日
、
Ｊ
Ａ
道
女
性
協
は
札
幌
共
済
サ

ロ
ン
に
て
第
五
十
五
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
、
全
道
各
地
か
ら
部
員
五
十
名
が

出
席
。
事
業
報
告
で
は
、Ｊ
Ａ
女
性
か
わ
ろ
う
、

か
え
よ
う
宣
言
の
最
終
年
と
な
り
「
い
の
ち
」

「
自
立
」「
共
生
」「
組
織
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
大

き
な
柱
を
掲
げ
活
動
を
展
開
。
特
に
、
地
産
地

消
、
農
業
体
験
、
組
織
活
性
化
対
策
（
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
組
織
）
を
通
じ
て
、
消
費
者
と
次
世

代
へ
「
食
と
農
」
の
大
切
さ
や
農
業
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
事
業
計
画
で
は
「
Ｊ
Ａ
女
性
か
わ
ろ

う
、
か
え
よ
う
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
〜
食
と
農
を
育
む

未
来
計
画
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
地
産
地
消
や

食
育
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。

役
員
改
選
で
は
、

当
農
協
女
性
部
の

水
沼
和
子
さ
ん
が

副
会
長
に
選
出
さ

れ
、
そ
の
他
役
員

も
次
の
と
お
り
と

な
っ
た
。

  

（
役　

員
）

　

会　

長　

河
田
さ
え
子
（
お
と
ふ
け
）

　

副
会
長　

笠
松　

悦
子
（
新
は
こ
だ
て
）

　
　

〃　
　

井
田　

令
子
（
き
ょ
う
わ
前
田
）

　
　

〃　
　

水
沼　

和
子
（
計
根
別
）

　

監　

事　

坂
口
由
紀
子
（
く
り
や
ま
）

　
　

〃　
　

北
島　

豊
子
（
オ
ロ
ロ
ン
）

開会挨拶：道女性協  伊藤前会長
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白黒通信
計根別乳牛改良連合会

　

四
月
三
日
、
計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合
会
は
、
ホ
テ

ル
養
老
牛
に
て
第
三
十
一
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

　

二
瓶
会
長
は
「
昨
年
は
、
設
立
三
十
周
年
と
い
う
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
会
員
や
各
関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
酪
農
情
勢
は
益
々
厳
し

く
な
り
ま
す
が
、
会
員
一
同
が
団
結
し
、
こ
の
時
代
を
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
挨
拶
で
開
会
。
議

事
に
移
る
と
東
部
地
区
同
志
会
の
岡
部
勝
次
く
ん
が
議
長

を
務
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
総
会
を
進
め
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
る
特
別
表
彰
並
び
に

祝
賀
会
。
今
年
度
特
別
表
彰
で
は
、
乳
タ
ン
パ
ク
一
○
○

○
ポ
ン
ド
の
部
に
お
い
て
、（
有
）
美
馬
農
場
所
有
の
乳

牛
が
十
八
頭
も
受
賞
す
る
な
ど
、
計
根
別
の
乳
牛
改
良
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

乳
改
連

設
立
三
十
周
年
記
念
誌

『
牛
跡
』完
成

　

計
根
別
農
協
乳
牛
改
良
連
合
会

設
立
三
十
周
年
記
念
誌
『
牛
跡
』

が
完
成
し
た
。
本
誌
で
は
、
三
十

年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人
の

苦
労
話
し
、
古
き
良
き
時
代
の
熱

き
仲
間
、
酒
を
交
わ
し
な
が
ら

朝
ま
で
続
い
た
乳
牛
改
良
談
議

な
ど
、
苦
し
く
と
も
愉
し
い
時
代

だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
厳
し
い
酪
農
情
勢
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
乳
改
連

三
十
年
の
歴
史
に
恥
じ
る
こ
と
な

く
、
会
員
一
人
一
人
の
力
を
結
集

し
て
、
計
根
別
の
乳
牛
改
良
に
新

た
な
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（乳タンパク1,000ポンド）　（有）美 馬 農 場
　　　　　　　　　　　　 （株）ケネカランド

（牛群平均乳量一万㎏突破）菊地　修一
（エ ク セ レ ン ト 獲 得）星野　　淳
（第14回北海道畜産総合共進会
　　　ジュニア・リザーブ・チャンピオン）
　　　　　　　　　（有）ハイエストファーム

特 別 表 彰

真剣な眼差しで総会に望む会員　

監査報告する林監事

『特別表彰』受賞者を代表して菊地修一さんより謝辞

着実に進む
乳牛改良を確信

第31回定期総会
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四
月
二
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、

農
協
第
二
会
議
室
に
て
第

十
九
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
会
員
十
二
名
が
出
席
。

渡
辺
安
二
運
営
委
員
長
の
挨
拶
に
よ

り
開
会
さ
れ
、
会
員
を
代
表
し
て
味

元
一
幸
く
ん
（
養
老
牛
）
か
ら
「
新

年
度
も
良
い
行
事
運
営
が
出
来
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
は
農
協
、
役
場
、

普
及
セ
ン
タ
ー
、
青
年
部
、
女
性
部

な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
。
来
賓
を

代
表
し
て
富
田
参
事
か
ら
「
地
域

に
は
沢
山
の
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。

も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
て
、
地
域
の

子
供
た
ち
に
酪
農
を
知
っ
て
も
ら
う

活
動
を
期
待
し
ま
す
」
と
の
祝
辞
を

述
べ
た
。

　

議
事
に
移
る
と
、
事
務
局
の
指
名

に
よ
り
小
久
保
ち
ほ
ち
ゃ
ん
、
小
久

保
正
弘
さ
ん
親
子
が
議
長
を
務
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
た
ち
か
ら
昨
年
度

の
活
動
報
告
と
感
想
が
話
さ
れ
た
。

十
九
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
会
員

か
ら
「
本
年
度
で
設
立
二
十
周
年

に
な
る
の
で
、
記
念
の
ク
ラ
ブ
旗
を

作
っ
て
欲
し
い
」
と
の
意
見
も
出
さ

れ
、
新
年
度
も
積
極
的
な
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
役
員
改
選
で
は
次
の
と

お
り
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
議
案
全
て
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

（
新
役
員
）

会　

長　

小
久
保
ち
ほ
（
大
成
）
新

副
会
長　

綱
川　

佳
奈
（
大
成
）
新

設立20周年を迎えて
　　積極的な活動を期待

ジュニア
ホルスタイン
クラブ

会員代表として味元一幸くんが挨拶

親子で議長を務めた
小久保正弘さん、ちほちゃん（大成）

活動の感想を発表する
田中祥太くん（養老牛）

　

四
月
二
十
四
日
、え
ふ
・
す
う
ぃ
ー

る
で
は
農
協
和
室
に
て
平
成
十
九
年

度
定
期
総
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
四
名
が
出
席
。

来
賓
に
計
根
別
農
業
協
同
組
合
纐
纈

組
合
長
、
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
浜
本
普
及
員
を
招
き
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
や
事
業
計
画
な

ど
に
つ
い
て
の
審
議
が
な
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
現
在
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
会
員
不
足
に
話
題
が
集

中
。
本
年
度
も
新
会
員
が
入
会
す
る

予
定
も
無
く
、
今
後
の
組
織
運
営
に

つ
い
て
会
員
、
纐
纈
組
合
長
、
浜
本

普
及
員
ら
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
事
業
計
画
で
は
少
な
い
人

数
（
四
人
）
な
が
ら
も
乳
製
品
消
費

拡
大
運
動
や
地
元
住
民
と
の
交
流
事

業
に
は
力
を
入
れ
た
い
。
加
入
推
進

に
つ
い
て
も
入
会
を
誘
う
の
で
は
な

く
、
農
業
に
携
わ
る
女
性
、
農
業
に

興
味
を
持
つ
女
性
等
へ
幅
広
く
参
加

を
呼
び
掛
け
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
た
い

と
の
意
向
が
確
認
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

（
役
員
改
選
）

会　

長　

有
原
香
和
恵
（
西
竹
）
新

副
会
長　

笹
島　

早
苗
（
大
成
）
新

書　

記　

河
合　

千
春
（
本
別
）
新

会　

計　

小
西　

恵
美
（
大
成
）
新

新年度新年度もも少数精鋭少数精鋭でで
　　　充実　　　充実したした活動活動をを展開展開

えふ・すうぃーる定期総会えふ・すうぃーる定期総会

今年の総会には親子で出席する会員も…
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年部　　　版

　

四
月
十
二
日
、
計

根
別
農
協
青
年
部
は

農
協
第
二
、
三
会
議

室
に
て
第
五
十
六
回

通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、青
年
部
員
六
十
一
名
が
出
席
。

部
員
数
六
十
六
名
に
対
し
て
九
十
％
以
上

と
非
常
に
高
い
出
席
率
で
の
総
会
と
な
っ

た
。
開
会
を
告
げ
る
宍
戸
部
長
か
ら
昨
年

度
の
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
、
消
費
拡
大

活
動
な
ど
組
織
で
取
り
組
ん
だ
成
果
な
ど

が
話
さ
れ
た
。

　

議
事
に
移
る
と
林
満
治
さ
ん
（
本
別
）

が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や
事
業
計
画

な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
広
報
部
会
で
は
昨
年
度
の
活
動

記
録
（
画
像
）
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
て
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
技
術
的
な
講
習
会
以

外
に
も
職
業（
酪
農
）に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
研
修
会
を
企
画
し
て
欲
し
い
」「
リ
ー

ダ
ー
養
成
に
関
し
て
、
次
世
代
の
人
材
育

成
と
人
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
聞

き
た
い
」な
ど
の
質
疑
、要
望
が
あ
っ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
役
員
選
出
方
法
が
審

議
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
「
執
行
部
（
案
）

は
？
」
と
い
う
意
見
が
提
案
さ
れ
た
。
こ

の
意
見
を
も
と
に
宍
戸
部
長
か
ら
新
役
員

（
案
）
が
報
告
さ
れ
、
次
の
と
お
り
承
認

さ
れ
た
。

（
新
三
役
）

　

部　

長　

鈴
木　

直
良
（
西　

竹
）
新

　

副
部
長　

二
瓶　

裕
貴
（
計
根
別
）
再

　
　

〃　
　

中
村　

正
博
（
養
老
牛
）
新

　

監　

事　

影
山　

健
一
（
養
老
牛
）
再

　
　

〃　
　

久
保　

拡
伸
（
上
標
津
）
新

　

新
三
役
を

代
表
し
て
鈴

木
新
部
長
か

ら
「
一
人
は

み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん

な
は
一
人
の

た
め
に
頑

張
っ
て
欲
し

い
。
ま
た
、

皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り

我
々
三
役
を

育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

新
体
制
で
臨
む
青
年
部
活
動
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
も
全
て
承

認
さ
れ
、
宍
戸
部
長
か
ら
「
部
員
全
員
が

集
ま
っ
て
活
動
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ

り
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
の

退
任
挨
拶
に
よ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

意欲的な姿勢で臨んだ通常総会

新体制での青年活動に
大きな期待
ＪＡ計根別青年部

乳質表彰（生菌・細胞）で見事に１位となった本別支部。
本別地区代表  蛭田健太郎くん。

議長を務めた林満治さん（本別）右から２番目

退任挨拶：宍戸前部長

役員改選。新旧三役が勢揃い。代表挨拶する鈴木新部長
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北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
で
は
、
青
年
部

組
織
の
育
成
強
化
と
連
絡
提
携
に
関
す
る
活
動

を
目
的
と
し
て
、
四
月
三
日
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

札
幌
に
て
第
五
十
六
回
定
期
総
会
を
盛
大
に
開

い
た
。

　

総
会
に
は
、
全
道
各
地
か
ら
多
く
の
盟
友
が

出
席
、
当
農
協
青
年
部
か
ら
は
鈴
木
副
部
長
、

二
瓶
副
部
長
、
小
林
監
事
、
影
山
監
事
の
四
名

が
出
席
。　
　

　

定
期
総
会
は
、
杉
山
会
長
の
挨
拶
で
開
会
さ

れ
、
議
事
に
移
る
と
事
務
局
よ
り
活
動
報
告
、

収
支
決
算
、
活
動
計
画
、
収
支
予
算
（
案
）
が

説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
各
地
区
か

ら
選
任
さ
れ
た
選
考
委
員
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
役
員
が
決
定
さ
れ
た
。

【
新
役
員
執
行
体
制
】

　

会　

長　

杉
山　

博
樹
（
北
い
ぶ
き
）
再

　

副
会
長　

越
後　
　

功
（
よ
う
て
い
）
再

　
　

〃　
　

仲
西　

直
樹
（
ピ

ン

ネ
）
新

　
　

〃　
　

堀　
　

英
夫
（
幌

延

町
）
新

　

監　

事　

小
笠
原
裕
章 

（
新
は
こ
だ
て
）
新

　
　

〃　
　

梶
山　

貴
史
（
十
勝
清
水
）
再

　

ま
た
、
同
会
場
に
て
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
長
研

修
会
が
開
か
れ
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
航
空
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
代
表
取
締
役
赤
坂
氏
を
講
師
に
招
き
「
各

国
に
お
け
る
農
業
情
勢
及
び
他
国
か
ら
見
た
日

本
農
業
」
と
題
し
て
、
諸
外
国
の
農
業
事
情
や

国
内
農
業
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

四
月
十
八
日
、
地
区
青
年
部
連
絡
協
議

会
は
、
根
室
農
業
会
館
に
て
第
五
十
六
回

通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

当
日
は
、
管
内
の
青
年
部
員
が
集
い
事

業
報
告
や
新
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
の
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
事
務
局
か
ら
昨
年
度

の
活
動
内
容
が
説
明
さ
れ
、ミ
ル
メ
ー
ク

配
布
や
搾
乳
模
擬
体
験
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開

催
に
よ
り
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
。さ
ら
に

は
、農
水
・
全
中
受
入
、小
学
生
受
入
、ロ
ー

ル
看
板
な
ど
の
活
動
成
果
が
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
業
計
画
で
は
農
業
と
協
同
の

大
切
さ
を
自
ら
が
知
り
、
消
費
者
に
伝
え

る
こ
と
に
よ
り
強
い
組
織
づ
く
り
に
努

め
、
盟
友
が
結
束
し
て
各
種
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

さ
ら
に
、
役
員
改
選
で
は
次
の
と
お
り

新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

  （
新
役
員
）

　

会　

長　

佐
々
木
大
輔
（
中
標
津
）
新

　

副
会
長　

細
田　

圭
一
（
別　

海
）
新

　
　

〃　
　

本
荘　

義
規
（
西
春
別
）
新

　

監　

事　

臼
井　

貴
之
（
別　

海
）
新

　
　

〃　
　

中
村　

貴
志
（
中
春
別
）
新

組織一丸となり夢と希望の持てる
農業環境づくりを目指して

北海道農協青年部協議会

全道総会に出席した三役
（右から影山、鈴木、小林、二瓶）

部長研修会で講師を務めた
赤坂氏全道の盟友が集結。開会を告げる杉山会長

新
年
度
も
盟
友
が
結
束
し
て
各
種
事
業
を
展
開

地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会

第
五
十
六
回
通
常
総
会

宍戸監事（前部長）の退任挨拶管内の盟友が集結。新年度の事業内容を確認
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Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．スノーボード
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．車の整備
Ｑ３．好みの女性は？有名人では？
Ａ３．誰でも…
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．共進会入賞!!
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．お金持ち!!
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．加藤　司くんです。
Ｑ７．なぜ加藤くんを選んだのですか？
Ａ７．地元の仲間だから…

岡崎  知暢（大成支部）
S47.8.26生 34歳

　

四
月
十
九
日
、
本
年
度
の
第
一
回
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
は
、
放
牧
技
術
の

習
得
や
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
り
経
営

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
受
講
生
二
十
二
名
が
出

席
。
講
師
に
普
及
セ
ン
タ
ー
浜
本
氏
を

招
き
、
放
牧
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
、
放
牧
地
の
管
理
内
容
、
放
牧
技
術

導
入
に
よ
る
優
良
事
例
を
学
ん
だ
。　

　

出
席
者
か
ら
は
「
掃
除
刈
り
の
長
さ

は
？
」「
掃
除
刈
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時

期
）
は
？
」
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
積

極
的
な
姿
勢
で
臨
む
講
習
会
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
に
関
し
て
は
、
草

地
協
会
の
増
田
営
業
部
長
か
ら
草
地
生

産
性
向
上
対
策
事
業
が
紹
介
さ
れ
、
事

業
内
容
や
補
助
率
な
ど
が
詳
し
く
説
明

さ
れ
た
。（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
へ
の
作
物

転
換
、
不
耕
作
地
の
耕
起
、
放
牧
集
団

へ
の
補
助
内
容
な
ど
）

　

そ
の
後
、
講
習
会
を
終
え
た
受
講
生

は
、
今
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
ク
ミ
カ

ン
収
支
見
通
し
作
成
に
取
り
組
み
、
三

月
末
で
の
ク
ミ
カ
ン
取
引
内
容
、
単
月

や
年
度
末
で
の
収
支
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

放
牧
技
術
を
学
び
、

放
牧
技
術
を
学
び
、

  

経
営
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
受
講
生

経
営
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
む
受
講
生

第
一
回
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

放牧技術を学ぶ受講生。メリット、デメリットを再確認

事業説明をする増田営業部長
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須　崎　優　樹くん
　　　　みづえさん

４月７日挙式

　明るく元気な優樹くんと優しく活発な性格の

みづえさんが４月７日に結婚祝賀会を挙げまし

た。（入籍は昨年 11月）

　優樹くんは、標津町の出身。友達の紹介から

二人は知り合い、１本のメールがキッカケとな

り、めでたく結婚を迎えたそうです。「二人で

力を合わせて、幸せな家庭を築きたい」と話す

優樹くん、みづえさん。二人の今後のご活躍を

期待します。

右記のとおり開陽台牧場入牧を予定しておりますので、希望
される農家は中標津町農林課畜産係又は、町営牧場まで連絡
願います。

平成19年度町営牧場夏期放牧希望牛の取りまとめについて平成19年度町営牧場夏期放牧希望牛の取りまとめについて

農林課畜産係　電話73-3111（内線373）
開陽台牧場　電話74-2268

受入れ牧場　中標津町営牧場

申込方法　入牧申込書を記入のうえ申込み願います。
申 込 先　計根別農協販売部　畜産販売課　須崎、筒井、新井まで
預託料金　①育成牛200円／日　②人工希望240円／日
　　　　　③妊娠牛220円／日　④委託牛180円／日
　　　　　⑤牧場利用互助会基金　100円／月１頭

　モアン牧場入牧の締め切りが
迫っております。入牧を希望さ
れる方は下記要領にて大至急申
し込みされますよう宜しくお願
い致します。

モアン牧場入牧案内



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

☎72-2163

早春の草地管理について

12

　雪解けが進み、今年も肥料散布や放牧の準備に忙しい時期になってきました。穀物価格が上昇している現
状では、良質な粗飼料確保が非常に重要です。

［１］　早春施肥の注意点

＜採草地＞
　牧草地の施肥は、萌芽期に近いほど牧草収
量が多くなります。遅れれば遅れるほど、収
量が減少する傾向が見られます（図１）。
　雪解け後、トラクターが草地に入れるよう
になったら、速やかに肥料散布を行いましょ
う。
　また、スラリーや堆肥を散布する場合は、
「化学肥料の減肥」と「５月中旬までに散布」
に注意しましょう。（散布の遅れは硝酸態窒
素の増加、採食量減少など影響が出ます）。

＜放牧地（集約放牧）＞
　放牧地の施肥は、「５月上旬、６月下旬、
８月下旬」の年３回均等施肥が基本です。ま
た、チモシー・白クローバー混播放牧草地で
は、「５月上旬、７月下旬」あるいは「６月下旬、
８月下旬」の年２回均等施肥も条件（きめ細かい放牧計画、放牧面積の拡大）により可能です（表１）。
　我が家の牧草地面積、作業スケジュールを考慮して施肥時期を決めましょう。

［２］　草地の状態は？
　春の草地は、前年秋に散布した堆肥やスラリーまたは枯れ草が残っています。これらがサイレージ調製時
に混入すると、発酵品質に大きな影響を与えます。また、枯れ草やスラリーがシート状に覆っている場合も
あり、牧草の生育や施肥の効果を低下させます。パスチャーハローなどでこれらを改善することができます。
　また、裸地（凍害、前年秋のギシギシの除草等による）が大きい場合は、追播（表面を軽く混和して播種、
あるいは専用機使用）により植生を改善しましょう。
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こ
の
度
、
計
根
別
農
協
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
神
内
正
成
で
す
。

　

計
根
別
農
協
に
来
る
前
は
、
東
海
大
学
で

デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

出
身
は
標
津
町
で
す
が
、
酪
農
業
に
関
わ

っ
た
経
験
も
な
く
、
判
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
。

　

組
合
員
さ
ん
や
職
員
の
諸
先
輩
方
に
は

多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
（
農
協
職
員
）
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
何
事
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

当
面
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
覚

え
る
だ
け
で
精
一
杯
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
も
早
く
酪
農
と
い
う
産
業
を
学
び
、
農
協

事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
計
根
別
農
協
の
職
員
と
な
り
ま

し
た
角
知
子
で
す
。

　

今
年
の
三
月
ま
で
は
高
校
生
で
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
。

　

農
協
で
の
仕
事
も
判
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
業
務
の
内
容
を
覚

え
、
農
協
や
組
合
員
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
に
勤
め
て
か
ら
一
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
組
合
員
さ
ん
や
職
員
皆
様

の
顔
を
早
く
覚
え
て
、
業
務
に
支
障
を
来
た

す
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

　

最
後
に
、
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
達

の
指
導
の
も
と
、
や
る
気
と
若
さ
で
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

購買部
神内　正成

購買部
角　　知子

管理課長 武富 正徳（29歳）
趣味・特技／サッカー、ビリヤード
皆様に満足していただける
様、日々努力を惜しまず精
進したいと思います。今年
度はこのメンバーと数名増
員を予定しております。頑
張って行きますので、よろ
しくお願いいたします。

業務係長 釼持 康一（29歳）
趣味・特技／ゴルフ

事務局との連絡調整を徹底
し、組合員皆様の付託に応
えるべく努力して参りま
す。宜しくお願いします。

業務主任 数馬 隆介（27歳）
趣味・特技／音楽鑑賞

利用者の皆様に満足してい
ただける様日々努力してい
きます。よろしくお願いし
ます。

佐藤万里子（24歳）
趣味・特技／絵画

良い仕事ができるように取
り組んでいきたいと思いま
す。

安達 正樹（29歳）
趣味・特技／焚き火、おどり
とてもいい仕事だなーと感
じています。よろしくお願
いします。

中村　 優（20歳）
趣味・特技／釣り、散歩

頑張っていきますのでよろ
しくお願いします。

桜井 光彦（23歳）
趣味・特技／ドライブ

至らない点が多々あると思
いますがよろしくお願いし
ます。

業務主任 長野　 晃（33歳）
趣味・特技／釣り、ゲーム?
利用者の方々のご要望に応
えられるよう努力していき
たいと思います。

㈲
フ
ァ
ム
・
エ
イ

ヘ
ル
パ
ー
紹
介

Ｊ
Ａ
計
根
別
を
担
当
す
る
㈲
フ
ァ
ム
・
エ
イ

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成19年５月25日まで

　当選者の発表は「けねべつ」６月号誌上

【タテのカギ】
１　プレス、ロース、ボンレ
ス

２　五月人形の金太郎がかつ
いでいるもの

３　力士が立ち合いの前にす
る動作

４　○○蝉、○○蜂
５　ディーゼルエンジンの燃
料

７　中国の代表的な酒
９　鶏の頭にある赤い突起
11　のぼせる人もいる
13　過去と未来の間
15　ゆがんでいる状態
17　テンプラの中身を包む皮
18　きちんとやって虫歯予防
20　教室に並んでいます
22　植物の枝を他の植物と合
体させる

23　８本脚は海中に、２本脚
は空中に

25　地球の表面の約４分の１
はこれ

【ヨコのカギ】
２　正方形
６　醤油の別名
８　町火消のシンボル
10　粘土などでつくるハト笛

に似た楽器
12　何も入れてない湯
13　昔は街道のこの距離毎に

塚があった
14　外国のお金
16　絹は蚕のこれからつくる
17　約束をするときに使う指
19　がらんどう
21　堤防
24　晴れでもなければ、雨で

もない
26　記号はＧ、10の９乗を

表す
27　樹木のてっぺん
28　仲介

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C

あ
と
が
き

　

四
月
は
、
各
団
体
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
活
動
成
果
や
新
年
度
事

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

農
協
も
五
月
三
十
日
に
第
五
十
九
回
通
常
総
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
、
〇
七

年
度
の
事
業
計
画
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
先
日
の
地
区

別
懇
談
会
で
は
新
年
度
に
向
け
て
の
基
本
方
針
、
営
農
支
援
対
策
、
消
費
拡
大

運
動
な
ど
が
話
さ
れ
、
組
合
員
皆
様
の
酪
農
経
営
に
僅
か
で
も
貢
献
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
五
月
に
入
っ
て
牧
柵
修
理
や
肥
料
散
布
な
ど
忙
し
い
日
々
を
送
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
管
理
や
農
作
業
事
故
に
は
十
分
注
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

クロスワードパズル
４月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。

山下　優美さん　笹島　育子さん　河本　美幸さん
浮中　弘子さん　根岸　栄子さん

タイアン
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我
々
酪
農
家
に
は
縁
の
な
い
大
型
連
休
も
終
わ
り
、
春
作

業
の
準
備
に
忙
し
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
農
協
も
総
会
に

向
け
て
の
準
備
や
新
事
業
年
度
開
始
で
汗
を
流
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
先
般
四
月
末
に
地
区
別
懇
談
会
を
六
ヶ
所
に
て
開

催
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
出
席
し
て
頂
き
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
沢
山
の
質
問
や
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
戴
致
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
酪
農
状
況
悪
化
に
生
産
現
場
の
悲
鳴
、
怒
り
が
農

協
や
系
統
組
織
に
寄
せ
ら
れ
、
懇
談
会
で
も
こ
の
意
見
に
集

中
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
私
も
他
に
先
じ
て
の
対
策
や
対
応

を
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
単
協
だ
け
で
の
対
策
に
力
不

足
は
否
め
ま
せ
ん
。
各
連
合
会
へ
の
対
策
強
化
を
要
請
す
る

と
共
に
、
早
い
対
応
を
促
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
成
地
区
の
高
橋
顕
吾
君
よ
り
「
組
合
長
の
言
葉

や
文
章
は
暗
く
、
厳
し
い
内
容
表
現
ば
か
り
で
若
い
者
に
は

夢
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
明
る
く
元
気
の
出
る
表
現
も
必

要
で
は
な
い
か
？
」
と
の
発
言
を
頂
き
ま
し
た
。
私
も
こ
れ

か
ら
の
酪
農
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
の
皆
様
に
は
言
葉
足
ら
ず

と
反
省
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

確
か
に
今
の
酪
農
は
数
年
前
か
ら
比
べ
ま
す
と
悪
化
し
て

お
り
ま
す
が
、
決
し
て
こ
の
先
も
埋
没
し
て
し
ま
う
産
業
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
只
、
過
去
に
は
乳
価
の
目
減
り
は
量
で
カ

バ
ー
し
な
が
ら
生
き
残
り
を
図
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
量
に

も
綿
密
な
計
画
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

若
い
斬
新
な
感
覚
と
絶
対
に
や
り
遂
げ
る
根
性
を
持
っ
て

す
れ
ば
必
ず
や
道
は
開
け
る
成
長
産
業
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
意
欲
と
信
念
を
持
っ
て
、
足
り
な
い
物
が
あ
る
と
す
れ

ば
農
協
に
来
て
頂
け
れ
ば
色
々
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
ど
う

ぞ
大
き
な
夢
で
も
、
悩
み
で
も
持
っ
て
農
協
に
来
て
語
っ
て

下
さ
い
。
待
っ
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
五
月
七
日　

纐
纈　

成
喜

〝新製品開発合同検討会〟
　３月１日、計根別農協和牛生産振興会、中

標津農業高校肉加工分会では、乳肉製品の消

費拡大や地産地消を合言葉に新製品開発プロ

ジェクトが進められた。この日は、えふ・す

うぃーるの協力もあり、和牛肉のハンバーグ

づくりなどのオリジナルメニューに取り組み、

試食会ではどれも大好評。今後は、新製品の

商品化に向けて大きな期待が寄せられます。


